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120cm(査定時)

クラック深
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クラック深
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縦　断　図
H=1:500･V=1:100

クラック深

No.0+6.1～NO.1+18.4 No.1+18.4～EC.3 EC.3～No.6+8.4 No.6+8.4
～No.6+11.5

復旧厚根拠

クラック深
6cm

計測不可(表層のみ)

路面災区間 路面災区間沈下区間

28cm

5
0
0

9
0
0

1
4
1
0

53cm 120cm

地震災3号箇所その1 L=131.5m

6cm表層工

※注

※本図の標高は測地成果2011である。

・NO.0+6.1～NO.1+18.4間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深28cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・NO.1+18.4～EC.3間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深53cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・EC.3～No.6+8.4間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深120cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・No.6+8.4～No.6+11.5間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。
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下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

t=30cm

【申請：アスファルト舗装工】【現況：アスファルト舗装工】

掘削工(地山)

盛土工(路床盛土)

1:1.5

盛土工(路肩盛土)

最大クラック深
120cm(査定時)

最大クラック深
53cm(査定時)

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

【現況：アスファルト舗装工】

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

t=30cm

【申請：アスファルト舗装工】
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補強土盛土

※施工時には現地CBR1.6%以上を確認すること

※施工時には現地CBR1.6%以上を確認すること

表　層　工

上層路盤工

下層路盤工
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・No.0～No.0+6.1間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。
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クラック深

28cm(査定時)

クラック深

53cm(査定時)

クラック深

120cm(査定時)

路面災区間 路面災区間沈下区間

NO.0
～NO.0+6.1 ～NO.6+11.5

NO.6+8.4NO.0+6.1～NO.6+11.5

17cm 6cm

6cm

6cm

6cm
6cm

6cm 6cm

6cm

6cm

20cm

NO.1+18.4～NO.3+11.3

NO.1+19.0～NO.3+10.7

L=3.1m

その2まで40.3m

L=122.3mL=6.1m

地震災3号箇所その1 L=131.5m

地震災3号箇所復旧延長 L=673m

ガードレール新設(Gr-C-4E) L=33.0m

補強土壁工 L=35.0m
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林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者
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査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

その１横断図

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

3

３号箇所

そ の １ 横 断 図 ( 1 / 2 )

２葉中　１番

60※本図の標高は測地成果2011である。
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※注

・NO.0+6.1～NO.1+18.4間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深28cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・NO.1+18.4～EC.3間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深53cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・EC.3～No.6+8.4間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深120cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・No.6+8.4～No.6+11.5間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。
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工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)
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構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)
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-構造物取壊工 構造物取壊し
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・No.0～No.0+6.1間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。
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設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

その１横断図

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

そ の １ 横 断 図 ( 2 / 2 )

２葉中　２番

4

60※本図の標高は測地成果2011である。
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※注

・NO.0+6.1～NO.1+18.4間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深28cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・NO.1+18.4～EC.3間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深53cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・EC.3～No.6+8.4間は沈下区間かつ同程度の縦断クラックが確認されたため、最大クラック深120cm(査定時)を復旧厚設定根拠とした。

・No.6+8.4～No.6+11.5間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。
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工種

土工

数量細分

路床盛土 -

掘削工(地山) -

法面保護工 -植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 -植生シート張工

構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)
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-構造物取壊工 構造物取壊し
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7.5

6.9

7.1

0.9

0.9

1.1

1.0

2.4

0.4

1.7

3.3

3.6

工種

土工

数量細分

路床盛土

掘削工(地山)

法面保護工 植生シート張工

-構造物取壊工 構造物取壊し

2.5

1.0

2.4

NO.3+11.30(起点側) NO.3+11.30(終点側)

0.4

Jaas
as

2.0%2.0%

DL=250.000

as

2.0%2.0%

DL=251.000

asJa Ja

査定時クラック深
120cm

as

2.0%2.0%

1:
1.
5

1:
1.
2

1:1.5

1:1.2

DL=251.000

路肩盛土 -

-盛土法面整形

床掘(地山)

埋戻し

-

-

路肩盛土

盛土法面整形

床掘(地山)

埋戻し

-

-

路肩盛土

盛土法面整形

床掘(地山)

埋戻し

-

-

路肩盛土

盛土法面整形

床掘(地山)

埋戻し

-

-

路肩盛土

-盛土法面整形

床掘(地山)

埋戻し

路肩盛土

盛土法面整形

床掘(地山)

埋戻し

-

-

路肩盛土

-盛土法面整形

床掘(地山)

埋戻し

-

-

路肩盛土

-盛土法面整形

床掘(地山)

埋戻し

-

-

0.5

0.5

0.20.3

0.2

0.1

11.0

0.9

0.4

0.7

0.9

1.8

2.1

路肩盛土

盛土法面整形

床掘(地山)

埋戻し

-

-

0.4

0.7

擁壁工 補強土盛土 -擁壁工 補強土盛土

-擁壁工 補強土盛土

-擁壁工 補強土盛土

-擁壁工 補強土盛土 -擁壁工 補強土盛土

-擁壁工 補強土盛土

-擁壁工 補強土盛土

-擁壁工 補強土盛土

0.3

8.5

・No.0～No.0+6.1間は路盤クラック深が確認不可のため、表層工復旧および不陸整正とした。

9
0
0

2000

9
0
0

2000

1
4
1
0

4050500 500

5050500

3600500 500

4600500

3600500 500

4600

1
0
1
8

3
5
9
9

3200

5550 800

9
0
0

2000

3850 500

500

500

4850500

5850

5100

5000

9
0
0

2000

3600 500

500

500

4600

5100

1
4
1
0

3600 500

500

500

4600500

5600

3600 500500

4600 500500

5600

3600500 500

4600

5000



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

そ の 1 補 強 土 壁 工 構 造 図 ( 1 / 2 )
S=1:100

その1補強土壁工構造図 ２葉中　１番

5

60

N
O
.
1
+
1
8
.
4
0

240

BF300

N
O
.
1
+
6
.
7
0

M
C
.
1

245

IP.1

260

N
O
.
2

E
C
.
1

N
O
.
2
+
5
.
1
5

B27

255

M
C
.
2

N
O
.
3

B
C
.
2

IP.2

NO
.3
+1
1.
30

NO
.4

EC
.2

B28

2
5
0

平面図 縮尺 1:200

53cm(
査定時)クラック深

補強土盛土工 L=34978

UC-60P

特 記 事 項名　称凡　例

材　　　　　料　　　　　表

表面材：高密度ポリエチレン

HG-36

UC-20

規格寸法

R-7×300C

単位

m  2

m  2

m

set

材　　　質

芯材：アラミド繊維

寸法・形状

部材詳細図参照

W=300

部材詳細図参照

伸度4.5％
  2mHG-50

壁面強化材

水平排水材

鋼製枠(ユニット)

主補強材

25200 4800 4978

NO
.1
+1
8.
40

NO
.2

NO
.2
+5
.1
5

EC
.1

BC
.2

NO
.3

MC
.2

NO
.3
+1
1.
30

DL=245.00 DL=245.00

DL=250.00 DL=250.00

(ペ
ー
ロ
ケ
)

HG-50 L=3.2m

HG-50 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

HG-50 L=3.2m

HG-50 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

HG-50 L=3.2m

HG-50 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

HG-36 L=3.2m

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

8

展開図

as

asJa
as

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

積算区間

検討ケース

5700 5700

HG-50 L=3.0m
HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.2m

HG-50 L=3.0m
HG-36 L=3.0m

(直ユニット) (直ユニット)
HG-50 L=3.2m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.2m

1638 5268 78 3777 6220 5329 493

(2)

7828 4347

(3) (4)

34978

CASE1 CASE2

(1)

CASE2

(5)

249.940 250.001
(250.183) 250.314 250.516 250.665

250.925 251.099

246.300

246.900

247.500

246.300
現況地盤線

計画埋戻し線



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

S=1:100

その1補強土壁工構造図

そ の 1 補 強 土 壁 工 構 造 図 ( 2 / 2 )

２葉中　２番

6

60

標準断面図

CASE1 CASE2

1
:n

壁面部詳細図

概念図

層厚管理材

のり面詳細図

-

-

-

-

地震時

盛土直下

-

γ=19.0kN/m　φ=30°C=0.0kN/m

-

摘 要

盛土直下

盛土材定数

円弧すべりに対する安全率

設計水平震度

載　荷　重

引き抜きに対する安全率

支持に対しての安全率

滑動に対しての安全率

転倒に対しての安全率

CASE1

タイプ

CASE2

設　計　条　件

常　時

必 要 地 耐 力

H=4.50m

検討高

kN/m

単位
2

H=3.70m kN/m 2

常　時

Fs ≧ 1.20

Fs ≧ 1.50

ｅ ≦ L/6

Fs ≧ 2.00

Fs ≧ 3.00

2

96.179

3

活荷重　q = 10kN/m

-

地 震 時

-76.739

2

1
:
0
.
0

1
:0
.
3

1
:0
.
3

・労働安全衛生法および労働安全衛生規則などに遵守する安全管理

・隣接する主補強材の敷設は、突合せを基本とする

・礫材等による主補強材の耐衝撃性は、90%以上の強度保持

・主補強材は、4.5％程度の伸度で所定の引張強さを発現す

・曲線部や折れ部において、隣接する主補強材間の隙間が

十分な剛性（断面係数：0.8cm3/m以上）を有すること

・適切な排水処理を施す

率を有する材料とする

・主補強材は(財)土木研究センターの建設技術審査証明報告

水を導かないよう排水処理を行う

・予期せぬ湧水が確認された場合は速やかに排水対策を行う

・床堀り完了後に所定の支持力を満足するか確認する

・良好な地盤又は適切な処置が施された地盤とする

部材および回転防止部材を用いた構造とする

・鋼製壁面材は、盛土材を拘束し所定の締固め度が得られる

る面状の材料とする

・施工中は仮排水工を設けるなどして、盛土本体や壁面部へ

・壁面材の座屈や回転等を防止するため、斜体部材，横方向

（ラップする必要は無い）

10cm程度以上となった場合は、同質･同等の材料にて隙間を

・補強土壁の底盤は排水対策を施す

書を有する製品とする

排水工

補強材

壁面材

埋める

基礎地盤

安定した盛土構造物を構築する

・発注機関の定める規定値に従い、締固め管理を行う

面状補強材（ジオテキスタイル）を層状に敷設し、補強材

・盛土材料は適切な含水比とする

単位体積重量

・施工前に盛土材の土質試験を実施し、設計定数を確認する

の引張力と土との摩擦抵抗力によってせん断強さを補強し、

土質条件

特記事項

盛土材料

補強土壁工

γ=19.0kN/m3
粘着力 せん断抵抗角

c= 0.0kN/m2 φ=30.0°

・設計段階では現地発生土を流用しているが、土質条件に

　沿わない場合は発注者と協議のうえ対応を検討すること

1200

6
0
0

3
7
0
0

6
@
6
0
0
=
3
6
0
0

1
0
0

1500

3000

4
5
0
0

7
@
6
0
0
=
4
2
0
0

3
0
0

1500

3200

斜体部材 横方向連結部材

鋼製壁面材
水平排水材

補強拘束ネット付植生シート
主補強材

固定ピン 層厚管理材

連結金具

壁面強化材

固定ピン

壁面強化材

水平排水材

主補強材

補強拘束ネット付植生シート

層厚管理材

斜体部材 横方向連結部材

鋼製壁面材

連結金具

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

層厚管理材
天端排水材(S-300)

水平排水材(R-7×300C)

壁面強化材(UC-20)

鋼製枠(ユニット)

層厚管理材

基盤排水層(t=600)

壁面強化材(UC-20)

主補強材(HG-36)

主補強材(HG-50)

主補強材(HG-36)

吸出し防止材(S-100)



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

S=1:100

その1補強土壁工排水計画図( 1 / 1 )

その1補強土壁工排水計画図 １葉中　１番

7

60

NO
.1
+1
8.
40

NO
.2

NO
.2
+5
.1
5

EC
.1

BC
.2

NO
.3

MC
.2

NO
.3
+1
1.
30

DL=245.00 DL=245.00

DL=250.00 DL=250.00

(ペ
ー
ロ
ケ
)

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

7

8

as

asJa
as

L=3.2m（L=2.8m）

(1)

L=3.2m（L=2.8m）

(2) (3) (4)

標準断面図

*( )数値は砕石部の延長

＊切盛境排水材の寸法値は斜率を考慮した値

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

1
:
0
.
5

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8)

1
:
0
.
5

(モノドレン)

1
:
0
.3

横断方向排水工（φ150,240°有孔管）

L=3200

L=2800

(C-40)

L=3.2m（L=2.8m） L=3.2m（L=2.8m）

正面図

規格寸法 単位

有孔管（縦断管）

不織布

パイプ状排水材 m

m

砕石

t35×W170mm

m

切盛境排水

縦断･横断

方向排水

φ=150 360°有孔

地下排水工数量表

種別工種

t：厚み(mm)，φ：直径(mm)，W：幅(mm)

有孔管（横断管）

　　　  は,縦断管勾配方向を,

　　　　は,横断管排出位置を示す

切盛境には排水材(モノドレン)を5m間隔で設置する

切盛境排水工の設置間隔は 5mとするが,地山の湧水状況に

応じて決定する

補強土壁の最深部には,横断方向排水工を2箇所設置する

補強土壁天端には盛土内への水の浸入を防ぐためのシール

コンクリートや排水溝を設ける

特記事項

1)

2)

3)

4)

5)

横断方向排水工　S=1:20 切盛境排水工　S=1:4縦断方向排水工　S=1:20

(モノドレンM-3)

m2

m3

排水工詳細図

φ=150 240°又は120°有孔

1
:0
.
3

縦断方向排水工（φ150,360°有孔管）

(モノドレン)

1638 5268 78 3777 6220 5329 493 7828 4347

34978

6936 1486 12
00

11
00

3847
5045

縦断排水工　L=35.2m

1
4
9
3

2
2
0
0

1
6
6
9

2
4
0
0

1
8
4
1

2
6
0
0

2
0
0
4

2
8
0
0

2
1
4
9

3
0
0
0

1
6
9
6

2
4
0
0

1
3
0
7

2
0
0
0

2
2
0
0

1
4
9
6

@5.0m

横断管

（砕石）

15552

5
0
0

500

5
0
0

500 170

3
5

500

1
0
0
0

240°

249.940 250.001
(250.183) 250.314 250.516 250.665

250.925 251.099

246.300

246.900

247.500

246.300
現況地盤線

計画埋戻し線

横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150) 横断管(240°有孔管φ150) 横断管(240°有孔管φ150)

排水材敷設天端線

切盛境排水工

縦断方向排水工（φ150,360°有孔管）

基盤排水層

基盤排水層

不織布不織布

砕石 砕石

透水フィルター

メッシュチューブ

φ150,240°又は120° 有孔管 φ150,360°有孔管

切盛境排水工



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名 　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

林道区分

名 称

年 度

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

奥 　 地 20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

その1舗装工展開図

そ の 1 舗 装 工 展 開 図 ( 1 / 2 )

２葉中　１番

番 号

設

計

者

審

査

者

地 内施 行 地

縮 尺 図 面

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

1:250

8

60

符号

56.7905928

277.8606360

-

-

4.500

23.540

22.466

52.250

16.575

21.956

7

10

25.8657768

623.1155718

ヘロン面積

-

-

13.000

21.956

8.178

辺B(高さ)

17.547

39.026

5

8

38.2178711

20.7143495

-

-

4.600

16.575

16.986

8.835

54.548

114.514

3

6

24.7535118

2.7971214

-

角度

4.600

4.600

39.296

1.603

62.678

辺A(下底)

1

4

36.6252000

10.6632648

-

-

32.246

62.678

15.924

5.496

17.547

32.246

11

2

39.0674477

89.7597999

-

-

54.548

辺C(上底)

16.987

39.296

52.250

23.540

9

合計面積 (m2)

符号

13.8338550

-

6.100

4.707

ヘロン面積

-

-

辺B(高さ)

4.707

7.559

合計面積 (m2)

-

4.600

7.559

3

32.1586192

角度

4.600

4.500

辺A(下底)

1

4

2.2999998

4.536

1.000

2

2.2999998

13.7247646

辺C(上底)

1.000

6.100

符号

27.1877659

621.1942918

278.0293054

-

-

13.000

4.526

62.702

75.647

16.617

38.340

7

10

21.3641004

44.0006472

-

ヘロン面積

-

-

5.496

1.603

32.270

54.577

17.941

辺B(高さ)

11.828

11.828

5

8

41.1337596

11.7778007

-

-

4.750

38.026

75.647
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令 和 ７ 年 度

３号箇所

その1舗装工展開図

そ の 1 舗 装 工 展 開 図 ( 2 / 2 )
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地 内

林道区分

名 称

施 行 地
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縮 尺 図 面

級別区分
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(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

その２平面図・縦断図・標準断面図(1/1)

その２平面図・縦断図・標準断面図
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クラック深
19cm(査定時)

復旧厚根拠
No.8+11.8

～No.8+15.8

地震災3号箇所その2 L=4.0m

19cm

※本図の標高は測地成果2011である。

標準断面図
S=1:100

as

最大クラック深
19cm(査定時)

掘削工(地山)

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

【申請：アスファルト舗装工】【現況：アスファルト舗装工】

t=10cm

※注

・No.8+11.8～No.8+15.8間はクラック深19cm(査定時)を復旧厚根拠とした。
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S=1:100
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設計速度
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地 内

林道区分
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施 行 地
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級別区分
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石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

そ の ２ 横 断 図 ( 1 / 1 )

その２横断図 １葉中　１番
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60※本図の標高は測地成果2011である。

※注

GH=256.41

DL=255.000

co as

コルゲート
φ300

GH=256.60

DL=256.000
as

GH=256.76

DL=256.000

as

FH=256.410

FH=256.760

FH=256.585

査定時クラック深
19cm

・No.8+11.8～No.8+15.8間はクラック深19cm(査定時)を復旧厚根拠とした。

工種

土工

数量細分

掘削工(地山) -

工種

土工

数量細分

掘削工(地山)

工種

土工

数量細分

掘削工(地山) -

NO.8+15.80 NO.8+15.80

NO.8+13.80 NO.8+13.80

NO.8+11.80 NO.8+11.80

1.0

3700500 500

4700

3650500 500

4650

3600500 500

4600

5000

5000

5000



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

20km/h

1:250

令 和 ７ 年 度

そ の 2 舗 装 工 展 開 図 ( 1 / 1 )
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番 号
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地 内

林道区分

名 称

施 行 地
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縮 尺 図 面

級別区分
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輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

その３平面図・縦断図・標準断面図(1/1)

その３平面図・縦断図・標準断面図
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縦　断　図
H=1:500･V=1:100

クラック深
17cm(査定時)

No.9+16.8～No.11+12.9

復旧厚根拠

地震災3号箇所その3 L=36.1m

17cm

※本図の標高は測地成果2011である。

※注

・No.9+16.8～No.11+12.9間はクラック深17cm(査定時)を復旧厚根拠とした。
as
査定時クラック深

17cm

2.0%

標準断面図
S=1:100

最大クラック深
17cm(査定時)

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

【現況：アスファルト舗装工】

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

【申請：アスファルト舗装工】
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地震災3号箇所その3 L=36.1mその2から21.0m その4まで15.6m

地震災3号箇所復旧延長 L=673m
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地 内
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施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
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石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上
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1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

その３横断図 １葉中　１番

そ の ３ 横 断 図 ( 1 / 1 )
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60※本図の標高は測地成果2011である。
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査定時クラック深
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・No.9+16.8～No.11+12.9間はクラック深17cm(査定時)を復旧厚根拠とした。
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級別区分
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(令和６年災)復旧サビヤ山線
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奥 　 地

１葉中　１番

図　示
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令 和 ７ 年 度

３号箇所

その４平面図・縦断図・標準断面図

その４平面図・縦断図・標準断面図(1/1)

16

60

1：500

1
：

1
0
0

DL=245.000

250.000

255.000

260.000

265.000

平 面 線 形
曲 率 図

測 点 番 号

単 距 離

追 加 距 離

地 盤 高

計 画 高

切 土 高

盛 土 高

勾 配

VCL=20.000

R=8333.000

y
=
0
.
0
0
0

y
=
-
0
.
0
0
4

y
=
-
0
.
0
0
2

y
=
0
.
0
0
0

IP.7

IA=15-33-09

R =80.000

CL=21.716

TL=10.925

SL= 0.743

IP.8

IA=16-49-14

R =65.000

CL=19.082

TL= 9.610

SL= 0.707

N
O
.
1
2
+
8
.
5
0

B
C
.
7

N
O
.
1
3

M
C
.
7

N
O
.
1
3
+
1
1
.
1
0

E
C
.
7

N
O
.
1
4

N
O
.
1
5

N
O
.
1
5
+
2
.
2
0

N
O
.
1
6

N
O
.
1
7

B
C
.
8

M
C
.
8

N
O
.
1
8

E
C
.
8

N
O
.
1
8
+
4
.
3
0

N
O
.
1
8
+
1
4
.
9
0

8
.
5
0
0

4
.
6
4
3

6
.
8
5
7

4
.
0
0
1

7
.
0
9
9

3
.
7
5
9

5
.
1
4
1

2
0
.
0
0
0

2
.
2
0
0

1
7
.
8
0
0

2
0
.
0
0
0

1
.
9
9
8

9
.
5
4
1

8
.
4
6
1

1
.
0
8
0

3
.
2
2
0

1
0
.
6
0
0

2
4
8
.
5
0
0

2
5
3
.
1
4
3

2
6
0
.
0
0
0

2
6
4
.
0
0
1

2
7
1
.
1
0
0

2
7
4
.
8
5
9

2
8
0
.
0
0
0

3
0
0
.
0
0
0

3
0
2
.
2
0
0

3
2
0
.
0
0
0

3
4
0
.
0
0
0

3
4
1
.
9
9
8

3
5
1
.
5
3
9

3
6
0
.
0
0
0

3
6
1
.
0
8
0

3
6
4
.
3
0
0

3
7
4
.
9
0
0

2
5
9
.
4
3

2
5
9
.
3
7

2
5
9
.
2
3

2
5
9
.
1
3

2
5
8
.
9
5

2
5
8
.
8
7

2
5
8
.
7
4

2
5
8
.
2
9

2
5
8
.
2
3

2
5
7
.
8
3

2
5
7
.
2
9

2
5
7
.
2
3

2
5
7
.
0
1

2
5
6
.
8
3

2
5
6
.
8
1

2
5
6
.
7
3

2
5
6
.
4
7

2
5
9
.
2
5
3

2
5
9
.
1
9
4

2
5
9
.
1
0
8

2
5
9
.
0
5
7

2
5
8
.
9
5
8

2
5
8
.
8
7
4

2
5
8
.
7
6
0

2
5
8
.
3
0
9

2
5
8
.
2
5
7

2
5
7
.
8
2
1

2
5
7
.
3
2
9

2
5
7
.
2
8
0

2
5
7
.
0
4
5

2
5
6
.
8
3
7

2
5
6
.
8
1
0

2
5
6
.
7
3
1

2
5
6
.
4
7
0

0
.
1
7
7

0
.
1
7
6

0
.
1
2
2

0
.
0
7
3

0
.
0
0
9

0
.
0
0
0

0
.
0
0
0

0
.
0
0
8

0
.
0
0
4

0
.
0
2
0

0
.
0
1
9

0
.
0
2
7

0
.
0
3
9

0
.
0
5
0

0
.
0
3
5

0
.
0
0
7

0
.
0
0
0

0
.
0
0
1

0
.
0
0
0

2
5
8
.
9
8
0

2
5
8
.
3
5
0

2
5
6
.
4
7
0i=-2.220%

i=-2.460%L=28.400m
L=76.400m

縦　断　図
H=1:500･V=1:100

クラック深
18cm(査定時)

復旧厚根拠
No.13+10.1～No.15+2.2

No.13+10.1～No.18+14.9

No.15+2.2～No.18+4.3 No.18+4.3～No.18+14.9

地震災3号箇所その4 L=126.4m

舗装復旧区間

床掘影響範囲全層復旧6cm 6cm

※本図の標高は測地成果2011である。

※注

・No.13+10.1～No.15+2.2間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

・No.15+2.2～No.18+4.3間は擁壁床掘影響範囲を全層復旧とした。

・No.18+14.3～No.18+14.9間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。
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施工基準高

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

【現況：アスファルト舗装工】

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

t=30cm

【申請：アスファルト舗装工】
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平　面　図
S=1:500

No.12+8.5～No.13+11.1

クラック深

18cm(査定時)

No.13+10.1～No.18+14.9

No.15+2.2～No.18+4.3

クラック深

6cm

6cm

20cm

6cm 6cm

20cm 6cm
6cm 6cm

6cm
クラック深

6cm

斜面復旧区間 L=22.6m

舗装復旧区間 L=104.8m

その3から15.6m 地震災3号箇所その4 L=126.4m その5まで33.6m

地震災3号箇所復旧延長 L=673m

補強土壁工 L=61.2m
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林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

その４横断図

そ の ４ 横 断 図 ( 1 / 3 )

３葉中　１番
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60

DL=259.000

FH=
GH=259.43

MO.12+8.50

DL=259.000

FH=

GH=259.37

BC.7

DL=259.000

FH=

GH=259.23

NO.13

※本図の標高は測地成果2011である。

as

as

崩土

as

崩土

施工基準高

施工基準高

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

路床盛土 -

掘削工(地山) -

法面保護工 -

植生マット工

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

路床盛土 -

掘削工(地山) -

-

法面保護工 -

植生マット工

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土 -

掘削工(地山) -

-

法面保護工 -

植生マット工 -

植生シート張工

NO.13

BC.7

MO.12+8.50

5.1

8.7

1.5

18.6

41.0

人 力併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

人 力併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

人 力併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路肩盛土 -

床掘(地山)

埋戻し

-

-

切土法面整形

人力切土法面整形

-盛土法面整形

路肩盛土 -

床掘(地山)

埋戻し

-

-

切土法面整形

人力切土法面整形

-盛土法面整形

路肩盛土 -

床掘(地山)

埋戻し

-

-

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

11.8

6.8

10.8

30.2

-補強土盛土擁壁工

-補強土盛土擁壁工

-補強土盛土擁壁工

1:1.5

1：2.4

1:1.9

1:1.9

1:2.15
0
0
0

5
0
0
0

5000

5000

5000
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林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

その４横断図

そ の ４ 横 断 図 ( 2 / 3 )

３葉中　２番
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60

GH=258.95

FH=258.958

DL=258.000

NO.13+11.10

GH=258.87

DL=258.000

FH=258.874

EC.7

DL=259.000

FH=
GH=259.13

MC.7

※本図の標高は測地成果2011である。

as

as

as

2.0%

2.0%

施工基準高

※注

・No.13+10.1～No.15+2.2間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

・No.15+2.2～No.18+4.3間は擁壁床掘影響範囲を全層復旧とした。

・No.18+14.3～No.18+14.9間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土 -

掘削工(地山)

-

法面保護工

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土 -

掘削工(地山)

-

法面保護工

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ)

路床盛土 -

掘削工(地山) -

-

法面保護工 -

MC.7

NO.13+11.10

EC.7

1.9

0.2

0.2

41.8

0.5

0.5

人 力併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

人 力併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

人 力併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

路肩盛土 -

床掘(地山)

埋戻し

-

-

切土法面整形

人力切土法面整形

-盛土法面整形

0.1

0.1

8.3

33.5

-補強土盛土擁壁工

-補強土盛土擁壁工

-補強土盛土擁壁工

1:0.8

1:1.6

1:3.5

1:1.3

崩土

植生マット工

植生シート張工

5
0
0
0

3800 500

2600
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500

4800
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500
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4800
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　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

その４横断図

そ の ４ 横 断 図 ( 3 / 3 )

３葉中　３番
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60

GH=256.47

DL=256.000

FH=256.470

NO.18+14.90

GH=258.74

DL=258.000

FH=258.760

NO.14

DL=258.000

GH=258.29

FH=258.309

NO.15

DL=258.000

GH=258.23

FH=258.257

NO.15+2.20

DL=257.000

GH=257.23

FH=257.280

BC.8

GH=256.81

DL=256.000

FH=256.810

EC.8

GH=256.73

DL=256.000

FH=256.731

NO.18+4.30

GH=257.83

DL=257.000

FH=257.821

NO.16

GH=257.29
FH=257.329

DL=256.000

NO.17

GH=257.01

DL=256.000

FH=257.045

GH=256.83

DL=256.000

FH=256.837

MC.8

NO.18

※本図の標高は測地成果2011である。

as

as

as

as

as

as

as

as

as

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

1:1.5

1:1.5

1:1.2

1:1.2

as
査定時クラック深

18cm

2.0%

as

※注

・No.13+10.1～No.15+2.2間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

・No.15+2.2～No.18+4.3間は擁壁床掘影響範囲を全層復旧とした。

・No.18+14.3～No.18+14.9間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。
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工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土

掘削工(地山)

-

法面保護工 -

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土

掘削工(地山)

-

法面保護工 -

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土

掘削工(地山)

-

法面保護工

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土

掘削工(地山)

-

法面保護工

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土

掘削工(地山)

-

法面保護工 -

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土

掘削工(地山)

-

法面保護工 -

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土

掘削工(地山)

-

法面保護工 -

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土

掘削工(地山)

-

法面保護工 -

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土 -

掘削工(地山) -

-

法面保護工 -

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土

掘削工(地山)

-

法面保護工 -

植生マット工 -

植生シート張工

工種 数量細分

土工 掘削工(ルーズ) -

路床盛土

掘削工(地山)

-

法面保護工 -

植生マット工 -

植生シート張工

NO.14

NO.15～NO.15+2.2

NO.15+2.20

NO.16

NO.17

BC.8

MC.8

NO.18

EC.8

NO.18+4.30

NO.18+4.30～NO.18+14.90

0.1

0.1

1.0

構造物取壊工 構造物取壊し -

構造物取壊工 構造物取壊し

構造物取壊工 構造物取壊し

構造物取壊工 構造物取壊し

構造物取壊工 構造物取壊し

構造物取壊工 構造物取壊し

構造物取壊工 構造物取壊し構造物取壊工 構造物取壊し

構造物取壊工 構造物取壊し

1.2

0.9

0.9

1.1

1.1

1.2

1.1

0.2

0.2

1.5

1.3

0.3

0.7

0.4

0.4

0.5

0.6

0.6

0.3

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ)

人力 併 用バ ッ クホ ウ 掘削 (ﾙｰｽﾞ) 人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削 (ﾙｰｽﾞ)

人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削(ﾙｰｽﾞ)

人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削(ﾙｰｽﾞ)

人力 併 用バ ッ クホ ウ掘 削(ﾙｰｽﾞ)

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

盛土法面整形

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

-

-

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

盛土法面整形

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

床掘(地山)

埋戻し

-

-

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形

路肩盛土

床掘(地山)

埋戻し

切土法面整形

人力切土法面整形

-

-

-盛土法面整形
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補強土盛土擁壁工
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補強土盛土擁壁工-補強土盛土擁壁工
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4.1
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路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

S=1:100

２葉中　１番

そ の 4 補 強 土 壁 工 構 造 図 ( 1 / 2 )

その4補強土壁工構造図
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HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

積算区間

検討ケース

3600 3600

UC-60P

特 記 事 項名　称

壁面強化材

水平排水材

鋼製枠(ユニット)

凡　例

材　　　　　料　　　　　表

表面材：高密度ポリエチレン

HG-36

UC-20

規格寸法

R-7×300C

単位

m  2

m  2

m

set

材　　　質

芯材：アラミド繊維

寸法・形状

部材詳細図参照

W=300

部材詳細図参照

伸度4.5％

HG-36 L=3.0m
(直ユニット)

HG-36 L=3.0m
(直ユニット)HG-36 L=3.0m HG-36 L=3.0m HG-36 L=3.0m HG-36 L=3.0m HG-36 L=3.0m

主補強材

17800 20000 1998 9072

(2) (3) (5)

8044 1027 3220

61161

(6)(4)

CASE1 CASE1CASE2 CASE2 CASE2

(1)

CASE3 CASE3

(7)

258.209
257.773

257.281 257.232
256.997 256.789 256.762 256.683

255.900

254.700

255.300

254.700

現況地盤線

計画埋戻し線



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

S=1:100

２葉中　２番

そ の 4 補 強 土 壁 工 構 造 図 ( 2 / 2 )

その4補強土壁工構造図
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標準断面図

CASE1 CASE2 CASE3

1
:n

壁面部詳細図

概念図

層厚管理材

のり面詳細図

-

-

-

-

地震時

盛土直下

-

γ=19.0kN/m　φ=30°C=0.0kN/m

-

摘 要

盛土直下

盛土材定数

円弧すべりに対する安全率

設計水平震度

載　荷　重

引き抜きに対する安全率

支持に対しての安全率

滑動に対しての安全率

転倒に対しての安全率

CASE1

タイプ

CASE2

設　計　条　件

常　時

必 要 地 耐 力

H=2.80m

検討高

kN/m

単位
2

H=2.40m kN/m 2

常　時

Fs ≧ 1.20

Fs ≧ 1.50

ｅ ≦ L/6

Fs ≧ 2.00

Fs ≧ 3.00

2

61.997

3

活荷重　q = 10kN/m

-

地 震 時

-54.058

2

安定した盛土構造物を構築する

・発注機関の定める規定値に従い、締固め管理を行う

面状補強材（ジオテキスタイル）を層状に敷設し、補強材

・盛土材料は適切な含水比とする

単位体積重量

・施工前に盛土材の土質試験を実施し、設計定数を確認する

の引張力と土との摩擦抵抗力によってせん断強さを補強し、

土質条件

特記事項

盛土材料

補強土壁工

γ=19.0kN/m3
粘着力 せん断抵抗角

c= 0.0kN/m2 φ=30.0°

CASE3 H=2.40m kN/m 2 48.309 - 盛土直下

2
4
0
0

1
:
0
.
0

2
4
0
0

1
:0
.
3

1:
0
.3 2

4
0
0

1
:0
.
3

1
:0
.3

・労働安全衛生法および労働安全衛生規則などに遵守する安全管理

・隣接する主補強材の敷設は、突合せを基本とする

・礫材等による主補強材の耐衝撃性は、90%以上の強度保持

・主補強材は、4.5％程度の伸度で所定の引張強さを発現す

・曲線部や折れ部において、隣接する主補強材間の隙間が

十分な剛性（断面係数：0.8cm3/m以上）を有すること

・適切な排水処理を施す

率を有する材料とする

・主補強材は(財)土木研究センターの建設技術審査証明報告

水を導かないよう排水処理を行う

・予期せぬ湧水が確認された場合は速やかに排水対策を行う

・床堀り完了後に所定の支持力を満足するか確認する

・良好な地盤又は適切な処置が施された地盤とする

部材および回転防止部材を用いた構造とする

・鋼製壁面材は、盛土材を拘束し所定の締固め度が得られる

る面状の材料とする

・施工中は仮排水工を設けるなどして、盛土本体や壁面部へ

・壁面材の座屈や回転等を防止するため、斜体部材，横方向

（ラップする必要は無い）

10cm程度以上となった場合は、同質･同等の材料にて隙間を

・補強土壁の底盤は排水対策を施す

書を有する製品とする

排水工

補強材

壁面材

埋める

基礎地盤

・設計段階では現地発生土を流用しているが、土質条件に

　沿わない場合は発注者と協議のうえ対応を検討すること

1200

6
0
0

4
@
6
0
0
=

1500

3000

2
8
0
0

4
@
6
0
0
=

4
0
0

1500

3000

4
@
6
0
0
=

1500

3000

斜体部材 横方向連結部材

鋼製壁面材
水平排水材

補強拘束ネット付植生シート
主補強材

固定ピン 層厚管理材

連結金具

壁面強化材

固定ピン

壁面強化材

水平排水材

主補強材

補強拘束ネット付植生シート

層厚管理材

斜体部材 横方向連結部材

鋼製壁面材

連結金具

壁面強化材(UC-20)

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

層厚管理材

水平排水材(R-7×300C)

壁面強化材(UC-20)

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

基盤排水層(t=600)

層厚管理材

吸出し防止材(S-100)

天端排水材(S-300)

水平排水材(R-7×300C)

壁面強化材(UC-20)

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

層厚管理材

天端排水材(S-300)

基盤排水層(t=600)

吸出し防止材(S-100)

主補強材(HG-36) 主補強材(HG-36) 主補強材(HG-36)
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自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

S=1:100

１葉中　１番

その4補強土壁工排水計画図( 1 / 1 )

その4補強土壁工排水計画図
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60

正面図

NO
.1
5+
2.
20

NO
.1
6

NO
.1
7

BC
.8

MC
.8

NO
.1
8
EC
.8

NO
.1
8+
4.
30

DL=250.00

DL=255.00
1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

(6) (7)(5)(4)(3)(2)

L=2.9m（L=2.5m）

(1)
*( )数値は砕石部の延長

＊切盛境排水材の寸法値は斜率を考慮した値

as 1:
0.
3

横断方向排水工（φ150,240°有孔管）

縦断方向排水工（φ150,360°有孔管）

L=2500

L=2900

(C-40)

標準断面図

規格寸法 単位

有孔管（縦断管）

不織布

パイプ状排水材 m

m

砕石

t35×W170mm

m

切盛境排水

縦断･横断

方向排水

φ=150 360°有孔

地下排水工数量表

種別工種

t：厚み(mm)，φ：直径(mm)，W：幅(mm)

有孔管（横断管）

　　　  は,縦断管勾配方向を,

　　　　は,横断管排出位置を示す

切盛境には排水材(モノドレン)を5m間隔で設置する

切盛境排水工の設置間隔は 5mとするが,地山の湧水状況に

応じて決定する

補強土壁の最深部には,横断方向排水工を2箇所設置する

補強土壁天端には盛土内への水の浸入を防ぐためのシール

コンクリートや排水溝を設ける

特記事項

1)

2)

3)

4)

5)

横断方向排水工　S=1:20 切盛境排水工　S=1:4縦断方向排水工　S=1:20

(モノドレンM-3)

m2

m3

排水工詳細図

φ=150 240°又は120°有孔

1:
0
.3

L=2.9m（L=2.5m） L=2.9m（L=2.5m） L=2.9m（L=2.5m） L=2.9m（L=2.5m） L=2.9m（L=2.5m） L=2.9m（L=2.5m）

17800 20000 1998 9072 8044 1027 3220

61161

122299302
1200

27761
1200

9667

縦断排水工　L=61.4m

（砕石）

横断管

5
0
0

500

5
0
0

500 170

3
5

240°

258.209
257.773

257.281 257.232
256.997 256.789 256.762 256.683

255.900

254.700

255.300

254.700

現況地盤線

計画埋戻し線

排水材敷設天端線

横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150)

縦断方向排水工（φ150,360°有孔管）

基盤排水層

基盤排水層

不織布不織布

砕石 砕石

透水フィルター

メッシュチューブ

φ150,240°又は120° 有孔管 φ150,360°有孔管
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設
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　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

20km/h

1:250

令 和 ７ 年 度

３号箇所

そ の 4 舗 装 工 展 開 図 ( 1 / 1 )

その4舗装工展開図
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符号

19.7012807

-

11.636

4.288

ヘロン面積

-

-

辺B(高さ)

94.322

94.322

合計面積 (m2)

-

4.100

4.288

3

499.3109278

角度

94.200

104.800

辺A(下底)

1

4

2.0490999

9.621

1.002

2

226.0799998

251.4805474

辺C(上底)

4.800

11.636

符号

1.1745188

-

-

31.189

2.350

4.800

9.771

7

102.5226970

ヘロン面積

-

-

2.350

2.077

辺B(高さ)

2.646

4.100

5

8

37.7211334

-

2.554

9.621

2.554

2.490
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6

36.5424996

9.6480217
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9.771

辺A(下底)

1

4

2.3995591

11.7603200

-

1.002

2.646
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32.100

2

1.2250000

2.0516444

-

-

辺C(上底)

1.000

2.077

31.189

10.600

合計面積 (m2)

符号

12.0001882

-

-

2.350
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93.234

62.144

7

ヘロン面積
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-

9.621
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2.600

5

合計面積 (m2)
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-

31.208
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路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

その５平面図・縦断図・標準断面図(1/1)

その５平面図・縦断図・標準断面図
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DL=245.000

250.000

255.000

260.000

片 勾 配
すりつけ図

平 面 線 形
曲 率 図

測 点 番 号

単 距 離

追 加 距 離

地 盤 高

計 画 高
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※本図の標高は測地成果2011である。

※注

・No.20+10.3～No.22+8.3間はクラック深19cm(査定時)を復旧厚根拠とした。
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そ の 5 補 強 土 壁 工 構 造 図 ( 1 / 2 )
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隅角部 天端排水材敷設平面図

敷設面積 A=3.2㎡

敷
設
長

(1.62㎡×0.6m)

設置体積0.97?

敷設面積 A=3.2㎡

敷
設
長

3600 3600

HG-36 L=3.1m
(直ユニット)

HG-50 L=3.1m
HG-36 L=3.1m
(直ユニット)

HG-50 L=3.1m
HG-50 L=3.0m
HG-36 L=3.0m

HG-50 L=3.0m
HG-36 L=3.0m

HG-80 L=3.2m
HG-36 L=3.2m

UC-60P

特 記 事 項名　称

壁面強化材
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凡　例
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表面材：高密度ポリエチレン
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UC-20

規格寸法
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単位
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材　　　質

芯材：アラミド繊維

寸法・形状

部材詳細図参照

W=300

部材詳細図参照

伸度4.5％
  2mHG-50
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隅角部　主補強材敷設平面図
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　基盤排水工　　　 鋼製枠(ユニット)

吸出し防止材(S-300)　　主補強材
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地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

S=1:100

２葉中　２番

そ の 5 補 強 土 壁 工 構 造 図 ( 2 / 2 )

その5補強土壁工構造図
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標準断面図

CASE1 CASE2 CASE3

1
:
n

壁面部詳細図

概念図

層厚管理材

のり面詳細図

-

-

-

-

地震時

盛土直下

-

γ=19.0kN/m　φ=30°C=0.0kN/m

-

摘 要

盛土直下

盛土材定数

円弧すべりに対する安全率

設計水平震度

載　荷　重

引き抜きに対する安全率

支持に対しての安全率

滑動に対しての安全率

転倒に対しての安全率

CASE1

タイプ

CASE2

設　計　条　件

常　時

必 要 地 耐 力

H=4.90m

検討高

kN/m

単位
2

H=4.30m kN/m 2

常　時

Fs ≧ 1.20

Fs ≧ 1.50

ｅ ≦ L/6

Fs ≧ 2.00

Fs ≧ 3.00

2

104.311

3

活荷重　q = 10kN/m

-

地 震 時

-92.157

2

安定した盛土構造物を構築する

・発注機関の定める規定値に従い、締固め管理を行う

面状補強材（ジオテキスタイル）を層状に敷設し、補強材

・盛土材料は適切な含水比とする

単位体積重量

・施工前に盛土材の土質試験を実施し、設計定数を確認する

の引張力と土との摩擦抵抗力によってせん断強さを補強し、

土質条件

特記事項

盛土材料

補強土壁工

γ=19.0kN/m3
粘着力 せん断抵抗角

c= 0.0kN/m2 φ=30.0°

CASE3 H=4.30m kN/m 2 90.116 - 盛土直下

1
:0
.
3

1
:0
.
3

1
:
0
.3

1
:
0
.3

1
:
0
.
0

・労働安全衛生法および労働安全衛生規則などに遵守する安全管理

・隣接する主補強材の敷設は、突合せを基本とする

・礫材等による主補強材の耐衝撃性は、90%以上の強度保持

・主補強材は、4.5％程度の伸度で所定の引張強さを発現す

・曲線部や折れ部において、隣接する主補強材間の隙間が

十分な剛性（断面係数：0.8cm3/m以上）を有すること

・適切な排水処理を施す

率を有する材料とする

・主補強材は(財)土木研究センターの建設技術審査証明報告

水を導かないよう排水処理を行う

・予期せぬ湧水が確認された場合は速やかに排水対策を行う

・床堀り完了後に所定の支持力を満足するか確認する

・良好な地盤又は適切な処置が施された地盤とする

部材および回転防止部材を用いた構造とする

・鋼製壁面材は、盛土材を拘束し所定の締固め度が得られる

る面状の材料とする

・施工中は仮排水工を設けるなどして、盛土本体や壁面部へ

・壁面材の座屈や回転等を防止するため、斜体部材，横方向

（ラップする必要は無い）

10cm程度以上となった場合は、同質･同等の材料にて隙間を

・補強土壁の底盤は排水対策を施す

書を有する製品とする

排水工

補強材

壁面材

埋める

基礎地盤

・設計段階では現地発生土を流用しているが、土質条件に

　沿わない場合は発注者と協議のうえ対応を検討すること

1200
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1500

3100
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斜体部材 横方向連結部材

鋼製壁面材
水平排水材

補強拘束ネット付植生シート
主補強材

固定ピン 層厚管理材

連結金具

壁面強化材

固定ピン

壁面強化材

水平排水材

主補強材

補強拘束ネット付植生シート

層厚管理材

斜体部材 横方向連結部材

鋼製壁面材

連結金具

水平排水材(R-7×300C)

壁面強化材(UC-20)

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

基盤排水層(t=600)

層厚管理材

天端排水材(S-300)

吸出し防止材(S-100)

水平排水材(R-7×300C)

壁面強化材(UC-20)

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

基盤排水層(t=600)

層厚管理材

天端排水材(S-300)

吸出し防止材(S-100)

壁面強化材(UC-20)

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

層厚管理材主補強材(HG-36)

主補強材(HG-80)

主補強材(HG-36)

主補強材(HG-50)

主補強材(HG-36)

主補強材(HG-50)
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設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

S=1:100

１葉中　１番

その5補強土壁工排水計画図( 1 / 1 )

その5補強土壁工排水計画図
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正面図
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点

標準断面図

規格寸法 単位

有孔管（縦断管）

不織布

パイプ状排水材 m

m

砕石

t35×W170mm

m

切盛境排水

縦断･横断

方向排水

φ=150 360°有孔

地下排水工数量表

種別工種

t：厚み(mm)，φ：直径(mm)，W：幅(mm)

有孔管（横断管）

　　　  は,縦断管勾配方向を,

　　　　は,横断管排出位置を示す

切盛境には排水材(モノドレン)を5m間隔で設置する

切盛境排水工の設置間隔は 5mとするが,地山の湧水状況に

応じて決定する

補強土壁の最深部には,横断方向排水工を2箇所設置する

補強土壁天端には盛土内への水の浸入を防ぐためのシール

コンクリートや排水溝を設ける

特記事項

1)

2)

3)

4)

5)

横断方向排水工　S=1:20 切盛境排水工　S=1:4縦断方向排水工　S=1:20

(モノドレンM-3)

m2

m3

排水工詳細図

φ=150 240°又は120°有孔

L=3.1m（L=2.7m）L=3.1m（L=2.7m）

(2)(1)

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

(1)

(2)

(3)
(4)

(モノドレン)

*( )数値は砕石部の延長

＊切盛境排水材の寸法値は斜率を考慮した値

1
:0
.
3

1
:0
.
3

L=3100

L=2700

(C-40)
縦断方向排水工（φ150,360°有孔管）

横断方向排水工（φ150,240°有孔管）

(モノドレン)

4165 4738 5002

13905

5
0
0

500

5
0
0

500 170

3
5

2
1
2
0

2
8
0
0

2
2
4
1

2
9
0
0

2
2
5
7

2
9
0
0

1
8
3
7

2
5
0
0

@5.0m

2467 1200538 1781 1100 1722 4841

縦断排水工　L=13.6m

横断管

（砕石）

500

1
0
0
0

240°

253.628
253.238

252.740

252.177

249.400

248.800

248.200 248.800
現況地盤線

計画埋戻し線

不織布不織布

砕石 砕石

透水フィルター

メッシュチューブ

φ150,240°又は120° 有孔管 φ150,360°有孔管

横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150)

排水材敷設天端線

切盛境排水工

縦断方向排水工（φ150,360°有孔管）

基盤排水層

基盤排水層

切盛境排水工
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１葉中　１番

20km/h
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令 和 ７ 年 度

３号箇所

そ の 5 舗 装 工 展 開 図 ( 1 / 1 )

その5舗装工展開図
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符号

6.7702186

-

-

5.070

24.902

38.000

合計面積 (m2)

ヘロン面積

-

-

4.800

辺B(高さ)

20.510

5.070

5

193.5933532

-

4.668

14.389

6.562

3

6

32.5560000

角度

16.000

1.008

13.565

辺A(下底)

1

4

17.8575815

91.1927537

2.826

20.510

24.902

2

42.7979687

2.4188307

-

辺C(上底)

6.562

4.840

14.389

符号

0.3474610

-

-

13.505

4.652

19.546

13.505

7

ヘロン面積

-

-

4.652

辺B(高さ)

2.826

6.038

5

合計面積 (m2)

89.1017348

-

16.000

4.950

23.952

4.668

3

6

16.1396837

186.8617811

角度

2.809

2.809

19.546

辺A(下底)

1

4

42.7977018

31.0983750

-

0.150

6.038

12.565

36.000

2

0.2098766

7.1669482

-

辺C(上底)

0.150

5.120

23.952

符号

24.7999997

-

16.000

4.177

ヘロン面積

-

-

辺B(高さ)

2.826

18.800

合計面積 (m2)

-

2.809

16.298

3

58.1671577

角度

2.809

16.298

辺A(下底)

1

4

4.0173853

3.100

2.870

2

0.2098766

29.1398961

辺C(上底)

0.150

4.177

符号

7.1839254

-

3.100

3.100

ヘロン面積

-

-

12.942

辺B(高さ)

4.668

5.364

5

-

12.565

5.364

3

合計面積 (m2)

19.4757499

角度

0.150

4.652

3.100

辺A(下底)

1

4

19.4757499

53.6668116

4.652

12.942

2

0.3474610

7.1839254

-

辺C(上底)

4.652

3.100

12.565

符号

1.4750000

-

-

2.950

4.840

2.103

合計面積 (m2)

ヘロン面積

-

-

1.000

辺B(高さ)

2.776

2.103

5

9.7030450

-

2.462

1.850

3.115

3

6

1.1250000

角度
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4.800

2.250

辺A(下底)

1

4

2.4182333
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2
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その６平面図・縦断図・標準断面図(1/1)

その６平面図・縦断図・標準断面図
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縦　断　図
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※本図の標高は測地成果2011である。

※注

・No.23+10.6～No.24間はクラック深98cm(査定時)を復旧厚根拠とした。

・No.22+18.2～No.23+10.6間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

・No.24～No.24+8.5間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

2.0%2.0%

標準断面図
S=1:100

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

【申請：アスファルト舗装工】

t=30cm下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

【現況：アスファルト舗装工】
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S=1:100
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　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

１葉中　１番

そ の ６ 横 断 図 ( 1 / 1 )

その６横断図

31

60

GH=251.02

DL=250.000

co
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NO.24+8.50

※本図の標高は測地成果2011である。

※注

査定時クラック深
98cm

2.0%2.0%

2.0%2.0%

2.0%

2.0%

工種

土工

数量細分

掘削工(地山) -
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-
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・No.22+18.2～No.23+10.6間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

・No.23+10.6～No.24間はクラック深98cm(査定時)を復旧厚根拠とした。

・No.24～No.24+8.5間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。
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地 内

林道区分
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施 行 地
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縮 尺 図 面

級別区分
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(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

20km/h

1:250

令 和 ７ 年 度

３号箇所

そ の 6 舗 装 工 展 開 図 ( 1 / 1 )

その6舗装工展開図
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級別区分
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奥 　 地

１葉中　１番

図　示
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３号箇所

その７平面図・縦断図・標準断面図(1/1)

その７平面図・縦断図・標準断面図
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復旧厚根拠
No.29+19.4～No.30+4.2

縦　断　図
H=1:500･V=1:100

No.29+19.4～No.30+4.2

舗装復旧区間

8cm

地震災3号箇所その7 L=28.5m

※本図の標高は測地成果2011である。

※注

・No.29+19.4～No.30+4.2間はクラック深8cm(査定時)を復旧厚根拠とした。
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表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

【申請：アスファルト舗装工】

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

【現況：アスファルト舗装工】
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※本図の標高は測地成果2011である。
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※本図の標高は測地成果2011である。
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※本図の標高は測地成果2011である。
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３号箇所

その10平面図・縦断図・標準断面図(1/1)

その10平面図・縦断図・標準断面図
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クラック深
100cm(査定時)

復旧厚根拠
No.36+0.6～No.36+17.2

地震災3号箇所その10 L=16.6m

100cm
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※本図の標高は測地成果2011である。
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標準断面図
S=1:100

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

【申請：アスファルト舗装工】

t=30cm下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

【現況：アスファルト舗装工】

掘削工(地山)

盛土工(路床盛土)

床掘(地山)
埋戻し

Ｕ型側溝撤去再設置
BF-300

嵩上工撤去新設

※注

・No.36+0.6～No.36+17.2間はクラック深100cm(査定時)を復旧厚根拠とした。
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１級
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石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地
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20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

１葉中　１番

そ の 1 0 横 断 図 ( 1 / 1 )

その10横断図
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※本図の標高は測地成果2011である。
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・No.36+0.6～No.36+17.2間はクラック深100cm(査定時)を復旧厚根拠とした。
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地震災3号箇所その11 L=59.3m

65cm 6cm 80cm 6cm

7
0
0 8
2
0

※本図の標高は測地成果2011である。
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1:1.5

1:1.2

下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm上層路盤工：M-40

【申請：アスファルト舗装工】

t=30cm下層路盤工：RC-40

表　層　工：密粒度As13F t= 4cm

t=10cm

t=30cm

上層路盤工：M-40

【現況：アスファルト舗装工】

最大クラック深
65cm(査定時)

標準断面図
S=1:100

掘削工(地山)

盛土工(路床盛土)

盛土工(路体盛土)

盛土工(路肩盛土)

・40+15.4～No.41+13.5間はクラック深65cm(査定時)を復旧厚根拠とした。

・No.41+13.5～No.42+13.0間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

・No.42+13.0～No.43+4.3間はクラック深80cmを復旧厚根拠とした。

・No.43+4.3～No.43+14.7間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

4000 500500

5000

2600

7
0
0

盛
土
法
面
整
形

法
面
保
護
工
(植

生
シ
ー
ト
張
工
)

500

5800

19 IP.19

IA = 25-07-16
R = 55

TL = 12.254
CL = 24.114
SL = 1.349

18 IP.18

IA = 1-15-01
R = 100

TL = 1.091
CL = 2.182
SL = 0.006

B46
B47 B48

B49

B50

B51

BF300 BF300

As
As Co

Co

As

As

IP.18 IP.19

IP.20

B
C
.
1
8

M
C
.
1
8

N
O
.
3
8

E
C
.
1
8

N
O
.
3
9

N
O
.
4
0

N
O
.
4
0
+
1
5
.
4
0

N
O
.
4
1

N
O
.
4
1
+
4
.
3
0

N
O
.
4
2

N
O
.
4
3

N
O
.
4
3
+
1
4
.
7
0

N
O
.
4
4

B
C
.
1
9

M
C
.
1
9

N
O
.
4
5

NO
.4

5+
8.
0
0

EC
.1
9

NO
.4
5+
15
.8
0

NO
.4
6

NO.
46+

7.4
0

MC.2
0

NO.46+13
.20

NO.47

EC.20

NO.47+14.10

NO.47+18.70

NO.48

BC
.2
0

265

260

270

275

265

260

255

250

2
7
0

27
5

2
80

被災なし

6cm

6cm

6cm

80c
m

6cm

6cm

6cm

60c
m

6cm

15c
m

6cm

90c
m

6cm

12c
m

6cm

6cm

40c
m

平　面　図
S=1:500

クラック深

65cm(査定時)

クラック深

80cm

クラック深

6cm

クラック深

6cm
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地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

１葉中　１番

そ の 1 1 横 断 図 ( 1 / 1 )

その11横断図
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※本図の標高は測地成果2011である。
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・40+15.4～No.41+13.5間はクラック深65cm(査定時)を復旧厚根拠とした。

・No.41+13.5～No.42+13.0間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

・No.42+13.0～No.43+4.3間はクラック深80cmを復旧厚根拠とした。

・No.43+4.3～No.43+14.7間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。
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・No.45+8.0～No.46+13.2間は、被災起終点の縦横断勾配のすりつけから全層復旧が必要となった。
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・No.45+8.0～No.46+13.2間は、被災起終点の縦横断勾配のすりつけから全層復旧が必要となった。
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00

EC
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9

N
O
.
4
5
+
1
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8
0

N
O
.
4
6

N
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4
6+
7
.
40 MC

.2
0

NO
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6+
13
.2
0

NO
.4
7

EC.2
0

BC
.2
0

265

260

255

270

275

6cm

15cm
6cm

90cm

6cm

NO.45+8.0～NO.46+7.4

平面図 縮尺 1:200

補強盛土工 L=23102

展開図

16800 6302

NO
.4
5+
8.
00

EC
.1
9

NO
.4
5+
15
.8
0

NO
.4
6

NO
.4
6+
7.
40

DL=260.00 DL=260.00

DL=265.00 DL=265.00

HG-50 L=3.1m

HG-50 L=3.1m

HG-36 L=3.1m

HG-36 L=3.1m

HG-36 L=3.1m

HG-36 L=3.1m

HG-50 L=3.1m

HG-50 L=3.1m

HG-36 L=3.1m

HG-36 L=3.1m

HG-36 L=3.1m

HG-36 L=3.1m

1

2

3

4

5

6

7

1

2

3

4

5

6

7

8

3600 3600

積算区間

検討ケース

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m

HG-36 L=3.0m
(直ユニット)

HG-36 L=3.0m
(直ユニット)

HG-50 L=3.1m
HG-36 L=3.1m

UC-60P

特 記 事 項名　称

壁面強化材

水平排水材

鋼製枠(ユニット)

凡　例

材　　　　　料　　　　　表

表面材：高密度ポリエチレン

HG-36

UC-20

規格寸法

R-7×300C

単位

m  2

m  2

m

set

材　　　質

芯材：アラミド繊維

寸法・形状

部材詳細図参照

W=300

部材詳細図参照

伸度4.5％
  2mHG-50

HG-36 L=3.1m

主補強材

3339 5425 840

(2)

4888 8610

(3)

23102

CASE1

(1) (4)

CASE2 CASE2

267.270 267.394 267.585 267.755
268.055

264.100

263.500

264.700

265.300

263.500

264.100

現況地盤線

計画埋戻し線
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施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所
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CASE1 CASE2

-

-

-

-

地震時

盛土直下

-

γ=19.0kN/m　φ=30°C=0.0kN/m

-

摘 要

盛土直下

盛土材定数

円弧すべりに対する安全率

設計水平震度

載　荷　重

引き抜きに対する安全率

支持に対しての安全率

滑動に対しての安全率

転倒に対しての安全率

CASE1

タイプ

CASE2

設　計　条　件

常　時

必 要 地 耐 力

H=4.40m

検討高

kN/m

単位
2

H=3.20m kN/m 2

常　時

Fs ≧ 1.20

Fs ≧ 1.50

ｅ ≦ L/6

Fs ≧ 2.00

Fs ≧ 3.00

2

94.170

3

活荷重　q = 10kN/m

-

地 震 時

-65.616

2

特記事項

1:
0
.3

1
:0
.
3

1
:
0
.
0

標準断面図

1
:n

壁面部詳細図

概念図

層厚管理材

のり面詳細図

安定した盛土構造物を構築する

・発注機関の定める規定値に従い、締固め管理を行う

面状補強材（ジオテキスタイル）を層状に敷設し、補強材

・盛土材料は適切な含水比とする

単位体積重量

・施工前に盛土材の土質試験を実施し、設計定数を確認する

の引張力と土との摩擦抵抗力によってせん断強さを補強し、

土質条件

盛土材料

補強土壁工

γ=19.0kN/m3
粘着力 せん断抵抗角

c= 0.0kN/m2 φ=30.0°

・労働安全衛生法および労働安全衛生規則などに遵守する安全管理

・隣接する主補強材の敷設は、突合せを基本とする

・礫材等による主補強材の耐衝撃性は、90%以上の強度保持

・主補強材は、4.5％程度の伸度で所定の引張強さを発現す

・曲線部や折れ部において、隣接する主補強材間の隙間が

十分な剛性（断面係数：0.8cm3/m以上）を有すること

・適切な排水処理を施す

率を有する材料とする

・主補強材は(財)土木研究センターの建設技術審査証明報告

水を導かないよう排水処理を行う

・予期せぬ湧水が確認された場合は速やかに排水対策を行う

・床堀り完了後に所定の支持力を満足するか確認する

・良好な地盤又は適切な処置が施された地盤とする

部材および回転防止部材を用いた構造とする

・鋼製壁面材は、盛土材を拘束し所定の締固め度が得られる

る面状の材料とする

・施工中は仮排水工を設けるなどして、盛土本体や壁面部へ

・壁面材の座屈や回転等を防止するため、斜体部材，横方向

（ラップする必要は無い）

10cm程度以上となった場合は、同質･同等の材料にて隙間を

・補強土壁の底盤は排水対策を施す

書を有する製品とする

排水工

補強材

壁面材

埋める

基礎地盤

・設計段階では現地発生土を流用しているが、土質条件に

　沿わない場合は発注者と協議のうえ対応を検討すること

4
4
0
0

7
@
6
0
0
=
4
2
0
0

2
0
0

1500

3100

3
2
0
0

5
@
6
0
0
=
3
0
0
0
2
0
0

1500

3000

1200

6
0
0

水平排水材(R-7×300C)

壁面強化材(UC-20)

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

基盤排水層(t=600)

層厚管理材

吸出し防止材(S-100)

天端排水材(S-300)

壁面強化材(UC-20)

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

層厚管理材

斜体部材 横方向連結部材

鋼製壁面材
水平排水材

補強拘束ネット付植生シート
主補強材

固定ピン 層厚管理材

連結金具

壁面強化材

固定ピン

壁面強化材

水平排水材

主補強材

補強拘束ネット付植生シート

層厚管理材

斜体部材 横方向連結部材

鋼製壁面材

連結金具

主補強材(HG-36)

主補強材(HG-50)

主補強材(HG-36)



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

1:100

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

S=1:100

１葉中　１番
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正面図

NO
.4
5+
8.
00

EC
.1
9

NO
.4
5+
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.8
0

NO
.4
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NO
.4
6+
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40

DL=260.00 DL=260.00

DL=265.00 DL=265.00

1
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2
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標準断面図

L=3.0m（L=2.6m）

(2)(1)

L=3.0m（L=2.6m）

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3 1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

(5)(4)(3)(2)(1)

(6)

規格寸法 単位

有孔管（縦断管）

不織布

パイプ状排水材 m

m

砕石

t35×W170mm

m

切盛境排水

縦断･横断

方向排水

φ=150 360°有孔

地下排水工数量表

種別工種

t：厚み(mm)，φ：直径(mm)，W：幅(mm)

有孔管（横断管）

　　　  は,縦断管勾配方向を,

　　　　は,横断管排出位置を示す

切盛境には排水材(モノドレン)を5m間隔で設置する

切盛境排水工の設置間隔は 5mとするが,地山の湧水状況に

応じて決定する

補強土壁の最深部には,横断方向排水工を2箇所設置する

補強土壁天端には盛土内への水の浸入を防ぐためのシール

コンクリートや排水溝を設ける

特記事項

1)

2)

3)

4)

5)

横断方向排水工　S=1:20 切盛境排水工　S=1:4縦断方向排水工　S=1:20

(モノドレンM-3)

m2

m3

排水工詳細図

φ=150 240°又は120°有孔

co
as

1:
0
.
3

1
:
0
.3

縦断方向排水工（φ150,360°有孔管）

(モノドレン)

横断方向排水工（φ150,240°有孔管）
L=2600

L=3000

(C-40)

(モノドレン)

3339 5425 840 4888 8610

23102

1
0
7
3

1
7
0
0

1
8
0
5

2
4
0
0

1
9
5
2

2
6
0
0

1
9
8
9

2
6
0
0 9
1
3

1
5
0
0

6
5
2

1
2
0
0

5
0
0

500

5
0
0

500 170

3
5

（砕石）

横断管

5001
0
0
0

3667 1100 4472 5293

7215

1533

縦断排水工　L=23.3m

@5.0m

240°

267.270 267.394 267.585 267.755
268.055

264.100

263.500

264.700

265.300

263.500

264.100

現況地盤線

計画埋戻し線

横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150)

排水材敷設天端線

不織布不織布

砕石 砕石

透水フィルター

メッシュチューブ

φ150,240°又は120° 有孔管 φ150,360°有孔管

切盛境排水工

基盤排水層

切盛境排水工

縦断方向排水工（φ150,360°有孔管）

基盤排水層
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符号

5.0267393

59.6521776

-

-

5.850

4.200

5.680

13.129

5.892

6.700

7

10

13.7328691

2.8255131

ヘロン面積

-

-

5.600

3.032

4.724

5.650

辺B(高さ)

6.402

5.698

5

8

21.6443393

12.6247094

-

-

1.774

5.797

9.590

9.590

5.892

19.400

3

6

2.7998781

8.6970478

-

-

角度

3.037

1.002

1.006

5.740

9.933

5.698

合計面積 (m2)

辺A(下底)

1

4

5.0796944

5.8191706

-

-

1.771

9.933

5.740

2.094

7.404

13.129

11

2

149.6027020

8.8619061

2.8386572

-

-

6.700

1.001

辺C(上底)

5.850

5.680

5.797

6.402

9

12

符号

8.5248278

9.0892420

-

-

3.032

3.460

4.724

6.000

19.400

7.404

7

10

5.1594630

144.1620709

ヘロン面積

-

-

2.600

4.200

5.830

辺B(高さ)

2.600

6.035

5

8

8.9243747

3.5986671

-

-

10.026

6.000

5.890

2.094

7.839

6.535

3

6

6.2129953

12.9381593

-

角度

2.400

1.774

7.839

9.686

6.035

辺A(下底)

1

4

61.1026123

22.1993396

-

-

4.245

3.037

13.200

9.686

6.535

4.245

11

2

1.2000000

5.2123898

-

-

1.771

辺C(上底)

1.000

5.890

10.026

13.200

9

合計面積 (m2)

符号

1.6750000

-

3.350

5.698

ヘロン面積

-

-

辺B(高さ)

5.698

3.496

合計面積 (m2)

-

1.001

3.496

3

9.0691034

角度

1.002

1.006

辺A(下底)

1

4

2.8255131

1.000
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2

2.8386572
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3号箇所その12
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表 層 工

不陸整正
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上層路盤工(t=10cm)、下層路盤工(t=30cm)
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5
6
0
0

5
6
5
0

25200

25200

2
4
0
0

5
8
3
0

3
4
6
0

6
1
0
0

6
3
0
0

6
2
5
0

6
0
0
0

5
8
9
0

5
9
5
0

6
1
5
0

6
1
0
0

5
8
5
0

5
7
4
0

1000 23200 1000



林道

自動車道

林道施設災害
路 線 名

番 号

設

計

者

審

査

者

　　　事業事 業 名

設計速度

施行主体

地 内

林道区分

名 称

施 行 地

年 度

縮 尺 図 面

級別区分
１級

(令和６年災)復旧サビヤ山線

輪 島 市

石 川 県 輪 島 市 門 前 町 浦 上

奥 　 地

１葉中　１番

図　示

20km/h

令 和 ７ 年 度

３号箇所

その13平面図・縦断図・標準断面図(1/1)

その13平面図・縦断図・標準断面図
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1：500

1
：

1
0
0

平 面 線 形
曲 率 図

測 点 番 号

単 距 離

追 加 距 離

地 盤 高

計 画 高

切 土 高

盛 土 高

勾 配

IP.21

IA=32-11-16

R =40.000

CL=22.471

TL=11.541

SL= 1.632

IP.22

IA=47-01-41

R =32.000

CL=26.265

TL=13.923

SL= 2.898

縦　断　図
H=1:500･V=1:100
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※本図の標高は測地成果2011である。

・No.47+14.1～No.47+18.7間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

・BC.22～No.52+11.1間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

・NO.47+18.7～BC.22間は隆起区間かつ沈下区間だったため、全層復旧とした。
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60※本図の標高は測地成果2011である。
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・BC.22～No.52+11.1間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

1:1.5

1:1.2

1:1.2

1:1.2

1:1.5

1:1.5

1:
0
.
3

1
:0

.
3

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

1:
0
.
3

1
:
0.

3

1
:
0
.
3

1
:0

.
3

工種 数量細分

土工 掘削工(地山) -

工種 数量細分
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工種 数量細分
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60※本図の標高は測地成果2011である。

※注

DL=272.000

GH=272.37

co
as

DL=272.000

GH=272.35

co

as

FH=272.370

FH=272.350

2.0%

・No.47+14.1～No.47+18.7間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。

・NO.47+18.7～BC.22間は隆起区間かつ沈下区間だったため、全層復旧とした。

・BC.22～No.52+11.1間はクラック深6cmを復旧厚根拠とした。
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(直ユニット)HG-36 L=3.0m

UC-60P

特 記 事 項名　称

壁面強化材

水平排水材

鋼製枠(ユニット)

凡　例

材　　　　　料　　　　　表

表面材：高密度ポリエチレン

HG-36

UC-20

規格寸法

R-7×300C

単位

m  2

m  2

m

set

材　　　質

芯材：アラミド繊維

寸法・形状

部材詳細図参照

W=300

部材詳細図参照

伸度4.5％主補強材

1300 20011 32

(2)

6400

27743

CASE1

(1)

CASE2

(3)

CASE2

268.950 268.975

269.534
269.775

266.300 266.300

267.500
現況地盤線

計画埋戻し線
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標準断面図

CASE1 CASE2

-

-

-

-

地震時

盛土直下

-

γ=19.0kN/m　φ=30°C=0.0kN/m

-

摘 要

盛土直下

盛土材定数

円弧すべりに対する安全率

設計水平震度

載　荷　重

引き抜きに対する安全率

支持に対しての安全率

滑動に対しての安全率

転倒に対しての安全率

CASE1

タイプ

CASE2

設　計　条　件

常　時

必 要 地 耐 力

H=3.50m

検討高

kN/m

単位
2

H=2.90m kN/m 2

常　時

Fs ≧ 1.20

Fs ≧ 1.50

ｅ ≦ L/6

Fs ≧ 2.00

Fs ≧ 3.00

2

76.996

3

活荷重　q = 10kN/m

-

地 震 時

-59.055

2

1
:n

壁面部詳細図

概念図

層厚管理材

のり面詳細図

1
:0
.
3

1
:0
.
3 =

2
4
0
0

1
:
0
.
0

特記事項

安定した盛土構造物を構築する

・発注機関の定める規定値に従い、締固め管理を行う

面状補強材（ジオテキスタイル）を層状に敷設し、補強材

・盛土材料は適切な含水比とする

単位体積重量

・施工前に盛土材の土質試験を実施し、設計定数を確認する

の引張力と土との摩擦抵抗力によってせん断強さを補強し、

土質条件

盛土材料

補強土壁工

γ=19.0kN/m3
粘着力 せん断抵抗角

c= 0.0kN/m2 φ=30.0°

・労働安全衛生法および労働安全衛生規則などに遵守する安全管理

・隣接する主補強材の敷設は、突合せを基本とする

・礫材等による主補強材の耐衝撃性は、90%以上の強度保持

・主補強材は、4.5％程度の伸度で所定の引張強さを発現す

・曲線部や折れ部において、隣接する主補強材間の隙間が

十分な剛性（断面係数：0.8cm3/m以上）を有すること

・適切な排水処理を施す

率を有する材料とする

・主補強材は(財)土木研究センターの建設技術審査証明報告

水を導かないよう排水処理を行う

・予期せぬ湧水が確認された場合は速やかに排水対策を行う

・床堀り完了後に所定の支持力を満足するか確認する

・良好な地盤又は適切な処置が施された地盤とする

部材および回転防止部材を用いた構造とする

・鋼製壁面材は、盛土材を拘束し所定の締固め度が得られる

る面状の材料とする

・施工中は仮排水工を設けるなどして、盛土本体や壁面部へ

・壁面材の座屈や回転等を防止するため、斜体部材，横方向

（ラップする必要は無い）

10cm程度以上となった場合は、同質･同等の材料にて隙間を

・補強土壁の底盤は排水対策を施す

書を有する製品とする

排水工

補強材

壁面材

埋める

基礎地盤

・設計段階では現地発生土を流用しているが、土質条件に

　沿わない場合は発注者と協議のうえ対応を検討すること 1200
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斜体部材 横方向連結部材

鋼製壁面材
水平排水材

補強拘束ネット付植生シート
主補強材

固定ピン 層厚管理材

連結金具

壁面強化材

固定ピン

壁面強化材

水平排水材

主補強材

補強拘束ネット付植生シート

層厚管理材

斜体部材 横方向連結部材

鋼製壁面材

連結金具

水平排水材(R-7×300C)

壁面強化材(UC-20)

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

層厚管理材

天端排水材(S-300)

基盤排水工(t=600)

吸出し防止材(S-100)

壁面強化材(UC-20)

固定ピン(D10X200L)

鋼製枠(ユニット)

層厚管理材
主補強材(HG-36) 主補強材(HG-36)
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正面図

規格寸法 単位

有孔管（縦断管）

不織布

パイプ状排水材 m

m

砕石

t35×W170mm

m

切盛境排水

縦断･横断

方向排水

φ=150 360°有孔

地下排水工数量表

種別工種

t：厚み(mm)，φ：直径(mm)，W：幅(mm)

有孔管（横断管）

　　　  は,縦断管勾配方向を,

　　　　は,横断管排出位置を示す

切盛境には排水材(モノドレン)を5m間隔で設置する

切盛境排水工の設置間隔は 5mとするが,地山の湧水状況に

応じて決定する

補強土壁の最深部には,横断方向排水工を2箇所設置する

補強土壁天端には盛土内への水の浸入を防ぐためのシール

コンクリートや排水溝を設ける

特記事項

1)

2)

3)

4)

5)

横断方向排水工　S=1:20 切盛境排水工　S=1:4縦断方向排水工　S=1:20

(モノドレンM-3)

m2

m3

排水工詳細図

φ=150 240°又は120°有孔

標準断面図

L=2.9m（L=2.5m）L=2.9m（L=2.5m）

(3)(2)

L=2.9m（L=2.5m）

(1)

*( )数値は砕石部の延長

＊切盛境排水材の寸法値は斜率を考慮した値
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横断方向排水工（φ150,240°有孔管）

縦断方向排水工（φ150,360°有孔管）
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L=2500

L=2900

(C-40)

1300 20011 32 6400

27743

5
0
0

500

5
0
0

500 170

3
5

11
00

24180
2610

縦断排水工　L=27.9m

5
0
2

1
1
0
0

5
6
3

1
1
0
0

7
0
3

1
3
0
0

8
4
2

1
4
0
0

9
8
2

1
6
0
0

1
1
3
4

1
7
0
0

7
7
2

1
4
0
0

@5.0m

（砕石）

横断管

1
0
0
0

500

240°

268.950 268.975

269.534
269.775
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267.500
現況地盤線

計画埋戻し線

不織布不織布

砕石 砕石

透水フィルター

メッシュチューブ

φ150,240°又は120° 有孔管 φ150,360°有孔管

横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150)横断管(240°有孔管φ150)

排水材敷設天端線

切盛境排水工

切盛境排水工

基盤排水層

縦断方向排水工（φ150,360°有孔管）

基盤排水層
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符号

2.5758618

30.3244944

-

-

7.168

3.682

2.290

1.4271576

-

-

22.937

3.131

5.150

11.242

2.303

4.138

19

22

2.384

6.966

10.036

7

10

22.8263026

479.0005180

8.5006852

6.4323092

-

-

20.616

5.300

5.300

ヘロン面積

-

-

5.650

1.300

2.850

24.579

8.537

24.579

17

20

辺B(高さ)

2.384

8.537

5

8

16.4695402

6.9002201

-
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5.7495761

-

-

3.000
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6.252

3.880

2.494

-

3.035
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27.044

3.682

2.494
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15

18

3.131

3

6

53.2488203

13.2122224

-

56.5012594

3.2499999

-

-

6.402

20.003

5.166

4.988

10.036

角度

1.001

6.400

20.011

5.000

6.575

27.044

13

16

辺A(下底)

1

4

3.4493997

10.6482889

-

-

1.000

9.9293994

24.9792951

-

-

3.035

12.298

3.880

6.488

12.298

4.607

23

1.301

6.575

5.800

49.121

5.000

11

14

2

18.5606725

50.7167311

-

-

8.615

1.1003864

18.0800000

-

-

5.966

2.515

5.800

6.488

21.300

7.168

21

合計面積 (m2)

辺C(上底)

2.200

5.650

20.616
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9

12
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符号
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1.424

3.000

2.290

1.850

2.850

2.303

7

10
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1.377
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2.000
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1.377

5.051

2.284

2.494

2.091

3
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1.1505871

-

-
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2.384
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3.300

2.284
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2.494
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58.0009923

-

-

2.515

20.003
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11

14

2
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辺C(上底)
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-
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復旧厚根拠

地震災3号箇所その16 L=17.9m
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※注

※本図の標高は測地成果2011である。

・No.57+5.5～No.58+3.4間はクラック深27cm(査定時)を復旧厚根拠とした。
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